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コニカミノルタコニカミノルタＩＪＩＪ（株）（株）
・・インクジェットヘッドインクジェットヘッド
・テキスタイル・テキスタイル

プリンタプリンタ
などなど

コニカミノルタコニカミノルタ エムジー（株）エムジー（株）

・・XX線線((レントゲンレントゲン))フィルムフィルム

・医療用デジタル画像撮影装置・医療用デジタル画像撮影装置
・印刷製版用フィルム・印刷製版用フィルム
・簡易デジタル色校正システム・簡易デジタル色校正システム などなど

コニカミノルタコニカミノルタ センシング（株）センシング（株）

・非接触・非接触33次元デジタイザ次元デジタイザ
・ディスプレーカラーアナライザ・ディスプレーカラーアナライザ
・・パルスオキシメータパルスオキシメータ
などなど

コニカミノルタコニカミノルタ オプト（株）オプト（株）

・非球面プラスチックレンズ・非球面プラスチックレンズ
・液晶パネル用・液晶パネル用TACTACフィルムフィルム

・マイクロカメラユニット・マイクロカメラユニット
などなど

コニカミノルタビジネステクノロジーズ（株）コニカミノルタビジネステクノロジーズ（株）

・デジタル複合機・デジタル複合機
・レーザプリンタ・レーザプリンタ
・ファイリング機器・ファイリング機器
・重合法トナー・重合法トナー などなど

コニカミノルタプラネタリウム（株）コニカミノルタプラネタリウム（株）
・デジタルプラネタリウム・デジタルプラネタリウム
などなど

コニカミノルタグループの主な製品・サービス



特徴 １） 安全な化学物質を採用するしくみ（安全性確認システム）

２） 安全な取扱を維持するしくみ（取扱い管理システム）

３） 継続的にリスクを削減していくしくみ（マスタープラン）

化学物質管理のしくみ
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安全な化学物質を採用するしくみ
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安全な取扱いを維持するしくみ

 定期的な使用物質・使用形態・使用量の把握

 巡視による実態の把握（保護具・局所排気etc.）

 管理物質の選定・特定

 管理に必要なツールの提供

 「化学物質安全シート」（社内版ＭＳＤＳ）

管理別マニュアル作成（曝露防止措置・法対応etc.）

 新規採用物質の工程導入前アセスメント実施

 労働安全衛生教育の実施



5

化学物質安全シート化学物質安全シート

労働安全衛生教育の実施
化学物質安全シート活用
保護マスクの装着テスト

保護マスクの装着テスト保護マスクの装着テスト

教育の実施・情報の共有化

職場巡視

産業医による直接の指導

社内リスクコミュニケーション
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ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体の課題を化学物質安全管理委員会で検討・審議

・将来予測される規制への対応を先取りする

・環境経営計画の一貫として進める

３つの重点項目のリスク低減を進める

・大気への有害物質排出削減

・有害物質の製品からの排除

・作業者の労働衛生向上

継続的にリスクを削減するしくみ

化学物質総合安全管理計画（マスタープラン）を策定
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2004年度全廃クロロホルム2004年度全廃ＤＭＦ

2008年度

2000年度比70％削減

VOC総排出量

リスク換算値

2010年度 全廃1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

2005年度 全廃PVC（製品包装用途）

一部封緘用途を除く

2005年度 全廃

(一部既存製品は、2007
年度)

RoHS対象重金属

2008年度

総排出量；22ｔ

メチルエチルケトン2008年度

総排出量；53ｔ

メタノール

2008年度

総排出量；249ｔ

酢酸エチル2008年度

総排出量；107ｔ

ジクロロメタン

2004年度全廃ホルムアルデヒド2003年度全廃ベンゼン

化学物質総合安全管理計画

1996年 第１次削減計画（７物質を選定、全廃目標）
2003年 第２次削減計画（マスタープランスタート）
2005年 第３次削減計画（マスタープランのローリング）

<2005年度マスタープラン>
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05年度以降の活動実績

使用量の抑制

発生源の密閉化・囲い込み

代替溶剤への切替

塩素系⇒非塩素系

排出抑制

排ガス回収処理装置の導入

安全対策も同時に実施

作業環境の確保

引火・爆発対策の徹底

・ リスク換算値を削減指標として目標設定 ⇒ 代替溶剤の効果も反映

リスク換算により優先順位を明確化

・ 海外も同一基準で運用 ⇒ 海外生産拠点も含めた目標設定

2008年度グループ総排出量（リスク換算）を2000年度比の1/10に！

VOC総排出量の削減目標と実績
（リスク換算比率）
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ご清聴、ありがとうございました。


